
 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

そのむかし、岩
いわ

手
て

県
けん

北
ほく

部
ぶ

から青森県
あおもりけん

東
とう

部
ぶ

にかけての地
ち

域
いき

は、糠
ぬか

部
のぶ

郡
ぐん

とよばれて

いて、広
ひろ

い山
さん

野
や

を利
り

用
よう

して馬
うま

がさかんに

飼
か

われていました。 

 糠
ぬか

部
のぶ

で育
そだ

てられた馬
うま

は、名
めい

馬
ば

として

全国
ぜんこく

によく知
し

られ、京
きょう

や鎌倉
かまくら

の貴
き

族
ぞく

や

武士
ぶ し

など、身
み

分
ぶん

の高
たか

い人
ひと

たちが争
あらそ

って

手
て

に入
い

れたといわれています。 

 写真
しゃしん

の『雀
すずめ

紋
もん

印
じるし

の馬印
うまのかね

』は、糠
ぬか

部
のぶ

郡
ぐん

の一
いち

部
ぶ

だった岩
いわ

手
て

県
けん

北
ほく

部
ぶ

、一戸
いちのへ

町
まち

の一戸
いちのへ

城
じょう

跡
あと

から発見
はっけん

されました。これは、

名
めい

馬
ば

の産
さん

地
ち

に関係
かんけい

が深
ふか

い、馬
うま

に使
つか

われたある道
どう

具
ぐ

です。いったい、どんなふ

うに使
つか

われていたのでしょうか？  

 それでは、写真
しゃしん

を見
み

てください。『雀
すずめ

紋
もん

』というのは、雀
すずめ

をかたどった模
も

様
よう

のこと、『馬
うま

印
のかね

』は馬
うま

につける焼
や

き印
いん

のことです。よく見
み

てみると、小
こ

鳥
とり

が

つばさを広
ひろ

げたような形
かたち

のもの(印
しるし

)が、細長
ほそなが

い棒
ぼう

(柄
え

)にくっついています

ね。つまり、これは馬
うま

に雀
すずめ

型
がた

の印
しるし

を焼
や

き付
つ

けるための道
どう

具
ぐ

だったのです。 

 

 

 

 

  

けんぱくものしりシート 

201２年
ねん

３月
がつ

 

歴
れき

史
し

― № ４ 

すずめ  もん   じるし      うま の かね 

雀 紋 印 の 馬 印 

柄
え

の部
ぶ

分
ふん

 

印
しるし

の部
ぶ

分
ふん

 

雀
すずめ

紋
もん

印
じるし

の馬印
うまのかね

 
15～16世

せい

紀
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原
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資
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料
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 一戸
いちのへ

町
ちょう

教育
きょういく

委
い

員
いん

会
かい

蔵
ぞう

 

鉄
てつ

でつくられています 



参
さん

考
こう

にした本
ほん
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きた
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うま

文
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化
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手
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  『雀
すずめ

紋
もん

』は“一戸産
いちのへさん

の馬
うま

”を証明
しょうめい

する大切
たいせつ

な印
しるし

でした     

写真
しゃしん

は馬印
うまのかね

の、印
しるし

を焼
や

きつける部
ぶ

分
ふん

です。

2点
てん

とも、たて・よこがだいたい 24㎝とほぼ同
おな

じ大
おお

きさです。 

      

          

 

 むかし、名
めい

馬
ば

の産
さん

地
ち

“糠
ぬか

部
のぶ

”には、馬
うま

を育
そだ

てる牧
まき

（牧場
ぼくじょう

のこと）がいくつ

も設
もう

けられていました。それぞれの牧
まき

では馬
うま

に目
め

印
じるし

となる焼
や

き印
いん

をつけてい

たことが、江戸
え ど

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

にまとめられた書
しょ

物
もつ

『古
こ

今
こん

要覧稿
ようらんこう

』の「永
えい

正
しょう

五
ご

年
ねん

馬
うまの

焼
やき

印
がね

図
ず

」によって古
ふる

くから知
し

られていました。この中
なか

に、一戸
いちのへ

の牧
まき

の馬
うま

には左
さ

右
ゆう

両
りょう

側
がわ

に雀
すずめ

の印
しるし

があったことも記
しる

されていましたが、

実際
じっさい

に馬
うま

に 印
しるし

をつける焼
や

き印
いん

そのものは残
のこ

っていませ

んでした。 

ところが、1986（昭
しょう

和
わ

61）年
ねん

、一戸
いちのへ

城
じょう

跡
あと

から、この焼
や

き印
いん

2点
てん

が発見
はっけん

されて、むかしから伝
つた

えられていた記
き

録
ろく

を

強
つよ

く裏
うら

付
づ

けることになりました。 

この 2点
てん

の『雀
すずめ

紋
もん

印
じるし

の馬印
うまのかね

』は、糠
ぬか

部
のぶ

の馬印
うまのかね

として

は初
はじ

めての大
おお

きな発見
はっけん

ということで、岩
いわ

手
て

県
けん

の指
し

定
てい

文
ぶん

化
か

財
ざい

にもなっているとても大切
たいせつ

な考
こう

古
こ

資
し

料
りょう

です。 
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モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（4月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

民
みん

俗
ぞく

－4だよ！ 

おたのしみに！ 
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